
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお読みくださ
り誠にありがとうございます。私が所属する「青年塾リーダーセミナー」は
2ケ月に一度活動をしております。今回は８月下旬に「播州講座」がありま
した。兵庫県高砂市と姫路市で、「青年塾」出身の社員が働いている会社
を訪問して取り組みを学んで参りました。高砂市では「（株）ソネック」さん、

業種は総合建設業いわゆる「ゼネコン」東証一部上場企業です。社長をはじめ幹部役員
はすべて「青年塾」出身者です。先ず、会社に到着して、「志友館」と名付けられた「社員
クラブ」に案内されました。１Fは社員食堂です。この食堂は、社員自ら料理をして運営され
ています。その日のランチは、前日に会長が釣ってきた「イカ」の料理でした。「イカ」は新
鮮で、とっても美味しかったです。この「志友館」は、１Fが食堂、２Fがフィットネスジムと
シュミレーションゴルフ、３Fが会議室となっており、とってもお洒落な空間でした。講座開始
早々に手厚い「おもてなし」を受けて感動的でした。食堂でお世話をして頂いた「社員さん
の活き活き」とした姿がとても印象的でした。「社員を大切にする会社」は「社員自身が活
き活きとしている」と改めて感じられました。次に、姫路市にある「（株）姫路環境開発」通
称「ヒメカン」さんは、県下NO.1の廃棄物処理業者です。その社屋並びに作業現場を見学
させていただきました。収集運搬されたごみを中間処理するのに、概ね大型重機で「廃棄
物」を分別します。集められた「廃棄物のごみの山」から資源として再活用できるものとそ
うでない最終処分場へ行くものときっちりと分別されています。「廃棄物」の約７０％以上
も再利用されているそうですが、細かいところは人力で、一つひとつ丁寧に「ごみ」を分別
されていました。とっても大変な作業に思えました。創業者が唱える「ゴミ屋だから美しくす
る」この言葉から「美しい地球環境がいつまでも続くように」と社訓がつくられ、リサイクル
率の向上、CO２排出削減、環境保全活動に積極的に取り組まれております。その取り組み
としての一つが、「清掃活動」です。両社共に「近隣の清掃活動」は欠かさずに行われて
おりました。また、両社共に「社員教育に力をいれており」社員の人間力の向上が図られて
いました。「会社が社員を大切にする」ことで「社員がお客さまを大切にする」ところも共
通項でした。「社員ヨシ！」「お客様ヨシ！」「地域ヨシ！」これはヒメカンの梅﨑社長が考
えた「ヒメカン三方ヨシ」です。梅﨑社長は私と同じ５２歳です。元々産廃の収集運搬のト
ラックを運転していた「サラリーマン社長」です。創業者との血縁関係は全くありません。自
分の力でここまで「のし上がって来られた実力者」です。その彼が最近作ったDVDは、この会
社で働く人の「自尊心を高める」内容のものでした。実社員の「べたな演技」でしたが、そ
の内容はそこで働く人の思いと梅﨑社長の思いがひしひしと伝わってきました。タイトルが
「PRIDE OF THE DRIVERS」正に「誇り高きドライバーたち」が描かれていました。職種
は「手段」であり、仕事は「人のお役立ち」であることを改めて学ばせていただきました。
今回の「播州講座」を通じて、
弊社も少しでも両社のような
会社に近づけるよう努めて参る
次第です。引き続きどうぞよろ
しくお願い申し上げます。
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